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¥Je can see them in their eyes. 
¥Je can see in the i r s11 i I e.
というものです。ですから、弘がと
くに強〈望んでいますのは、タイの
国務に就かれている栄誉ある方々が
村人の重要さにお気付きになること
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であります。それから、村の人々は、
われわれの援助を心から必要として
います。ですから、そのような方々
が早急に彼ら村人を援助されること
を切に希望いたします。
次に、日本の研究者の方がたですが、
先にソムキアットさんがいったよう
に、今日、影響力ある固となった日
本の人々がどんな風にやるのか、ど
のような暮らしをするのか、と思っ
ていました。共に仕事をした日本人
をみて分かったのですが、彼らには
けじめ、集中力といった特性があり
ます。つまり、仕事では仕事をし、
遊びでは遊ぶ。弘は、そのようなタ
イ人と出会ったことがありませんで
した。とくに、私自身が今度奉職す
ることになった役人の職場では、大
変失望しました。共に仕事をした日
本人とタイ人を比べれば、大きな違
いがあります。たとえば、ひとつに
は、村人の生活に適応し、村人の中
にはいって行く日本人の能力です。
タイ人の調査研究者には、彼ら日本
人と同じような能力があるでしょう
か。つまり、日本人は村人と同じあ
らゆるものを食べ、同じように振る
舞います。でも、タイ人が村にはい
った場合、これもあれもできないし、
耐えられない。そんなことで仕事を
やっても、どうして彼ら村人を知る
ことができるのでしょうか。これは、
日本人からえたひとつのことであり
ました。
さらに、日本人の仕事ぶりについて
ですが、彼らは、本当に助け合うチ
ームという形式で仕事をするという
ことです。これは、ワンマンショー
を好み、グループを結成してやって
もあまりうまくゆかないタイ人とは
異なるものでした。これも頭に留め
置きたいことです。
もうひとつ、私には忘れられない出
来事があります。多勢の友人と仕事
をともにして、終ってみれば、ひと
りの友人が亡くなったことです。彼
女は、私の大切な友人でした。どの
ようにいってよいのか分からないの
ですが一一一。学生として楽しい生
活を共にし、同じ村で仕事をした友
人が亡くなったことは、われわれア
シスタントとしても大変残念で、悲
しいことでした。このへんにしてお
きます。さようなら。
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